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西アフ リ力、マ リ共和国における芸術教育

一国立芸術学院と造形美術一

後藤由佳

1 .研究の目的・方法

本稿のド｜的は、マリ共和国（以下マリ）におけるぷ術教育の現状について報告

を行うとともに、その特徴を明らかにすることである。これまでアフリカの彫刻

は、近代間｜款の芸術家たちによって生命力に満ちあふれた独自の造形表現を見出

され、例えばピカソ (1881～1973スペイン）やマティス（1869～1954フランス）

はこれを、「臼由な造形」と批評してきた。しかしながら、現状はかつてとは清

しく異なったものとなりつつある。このような現代マリにおける芸術教育の特徴

を明らかにするため、今問は国立芸術学院 OnstitutNational des Arts) （以下

I.N.A）で行われている彫刻の制作過松とそこで見られる特徴に注円する。

参与観察調査及び制作実践は、マリの首都 Bamakoを中心に、 2001年 8月上

旬～2002年 3月下旬、および、2002年 9刀の二度にわたって実施した。本稿は、

筆者が実施したマリにおける現地調査の結果を基に報告する。

2 .義務教育

本章では、 I.N.Aの芸術教育の特徴を検討するために、まず、 I.N.A入学以前

の小・中学校の造形活動を抱援し、義務教育における造形教育の特徴を明らかに

する。

筆者は、都市部に位置する Bamakoの公立小 ・巾学校（EcoleFondamentale 

de Sogoniko B, Ecole Fondamentale de Sogoniko Groupe 1)において、教育指

導法に！刻する参与観察を行った。そこでの教育指導法は、 l暗記的教綬法であり、

思考能力や推理能力よりも暗記力を鍛えることに重点が置かれていた。具体的に
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は、教uの仕事は既成の矢II織 ・ 技術の一方的な伝達であり、児・•'Iiや生徒の学判所

fil}J も、それに関連する知識 ・ 技術の，~~J ｛~｝. となっている。 2002年の教科一覧表によ

ると、小 ・小学校においては、教科に「絵画」（Dessin）があるものの、綬来：II与

問数は小γ：校 5～61fll_:.で 1週間に 1IIぷ｜！日に！恨られている。問機に、 rjI学校にお

いては、家出科、清栄、絵｜出の 3教科の巾から選択の l二、 l~週間に 1 I時間しかな

し、。また、教員がいないなどの即lll で’夫質的にはiliJT~教育はほとんど行われてい

ないに勺しし＇ o

3. 国立芸術学院

I.N八は、内部 BamakoにあるO この学校は、if!!形の専門教行が行われており、

1 -1 本で・の ，~j等学校課れに相当する職業訓練校である。 4 年市ljのYJ 1.z:）~学で、 6 学

科16専攻に分かれている。 一般教徒利IIには、フランス語や英語そして幾何学等

がある。乍Fl・には、 アニメ ーシ ョン料、演劇j料、 f!，：栄科、造形；芸術科、 工芸科、

そしてツ：術研究科がt没iむされている。マリの公立教育．機関の溺代、 J受業料は全て

無料であり、 l.N.Aにおいても授業料をはじめ、文：n、教材、作業おなど全て政

府が供＇5・している。

彫刻の攻、皮革専攻~G·；のに芸利－は、卒業後職人センター（Maison des Arti-

sans）で働く者の育成を｜｜指している。以下に工広科6専攻（表3.1）の内容を

示す。

番号 ~·J'· 法手；：
〈フランス 〉 内 谷

(1) 木仁じ芸専攻
家~＇＂！：苛；の笑用品の ~lilH乍を行い、技法と知識を習得させl般人の育成

(mcnuiscrjc) 

(2) 
金lt~ r；」ζ専攻

鍛金制作の校法及び知識を習得し、金属造形の創作／］を養成
(mCLal) 

(3) 
機織り噂攻

織り技法及び知識を習得し、 職人の育成
(Lissagc) 

(4) 
なi身只リ長攻 ~h!製を中心lこ、紫材への知識を深めると共に、 －tに現代のジュエ
(bijoutcrie) リーの創作

(5) 
15<. .',';. c ~専攻 下やらくだの皮•＇1＼を中心に、素材への知識を深めると共に、鞄や
(pcau & cuir) 靴などの制作を習得し、職人のrr成

(6) 
彫刻匂：攻 木のぷ材を用いて、レリ ーフや立像、ろうけっ染めに用いる木版
(sculpture) ~i；の制作を行い、歴史を踏まえたl般人の育成

表3.I l.N.A工芸科
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4.彫刻制作

筆者は、工芸科彫刻専攻に在籍し自ら教育を受けた。制作実践の結果、以下の

ような木彫作品を制作した（写真4.1)。本主主では、実際に｛お1wr::JJ法を守：んだこと

を基に、彫刻専攻の授業について述べる。

'.bf.}£ t1. l 写兵.t1. 2 

4.1 道具

本節では、観察した中で注目すべき道具である、新（写真4.2）について説明

する。析は、鉄の刃がついたフランス話でHerminetteと呼ばれる大工道具の一

つである。今日、日本では荒仕事専用とされている場合が多いが、木来は、丸太

から角材を削り出すような荒仕事から細かい仕上げ仕事に至るまであらゆる仕事

に使われる。

~JT は、 柔らかい素材－から硬い素材にまで対応でき、 全身｛象の顔のような細部ま

で削り、彫ることができる。顔面の目必口といった細部には／ミや彫刻刀も使用

するが、多くの場代は釘－のみで彫り上げ．る。

大工道具のなかで・も使い方が他とは異なり、刃を自分の方に向けて打ちおろす。

析は、自I]るというよりも、はつるといった感じの使い方をする。そうした使い方

に応じて、道具自体も頑丈にで、きている。少々の衝撃では壊れないよう、金属部

の刃は、厚く 、重く、反り返っている。 M和Jの切口は刃で切るが、その先は少し

ずつ木自に沿って得ljりはがすように使う。始めのうちはやや以めにはつってもよ

いが、仕上げ段階では滞く長くはつるのがよし、。そのようにするため、切り込み



( 24) 

はつりに移る瞬11¥Jのメjの而は、はつる而と、V・行になっていなければならない。木

を!C.手で－支え木製の台のよに置き、右手で柄の中央部よりやや後ろ’奇りを持って

振り下ろす。新－の刃が木材に当った｜廊1rnに止めるように使 う。

以下に彫刻を行う際に使朋する道只（表4.1）の説明を行う。

fil号 道 JI. ，泊 lりj

(1) チョ ーク
ぷ材の各簡にデッサンを行うのに使用するo デッサンは、消えて

もよいためチョークを｛史う。

(2) 新
柄の太くなった頭部に刃の付け恨が差し込まれた斧である。あら

ゆる仕事に使われる。

(3) ノミ
ノミは平刀を多く使mし削りや彫りを行うが、丸ノミもあると納

却を彫る際仕事が谷弘になるo

(4) 木槌 ノミをたたくのに｛史Jllするo

作成樹脂系木材Jilt安打剤。材木のひび刊lれた問所に木の粉と綾若

(5) 木工用ボンド 斉Jjを練ったものを山め込むか、文は、 ~wめ本に抜,f?f斉Jjをつけ打ち

込む。

(6) ヤスリ 木材川ヤスリ。紙ヤスリ。

(7) 蜜副il 木材の光沢と表1J1i保護のため使用するおt（物性のワッ クス。

(8) 
その他彫刻に使

両刃ノコギリ、問定JT.J)jjj
用される迫れ

表4.1 彫刻に用いる道具

4.2 制作過程

以下に、学習指導｜付作（表4.2）の内界を述べる。

番号 $ 内 ~ァp千

彫刻におけるでf.体としての形態の表し方と、道県や材料の生かし
(1) 年 ιI=. ノ7なと．の基礎的技能を身につけるため、木で立ノ］｛本や直方体、球

などの幾何学的な形態をi~刻する。

(2) 2 年生
人や動物を題材としたプロポーション梢成をJ!.J!併するため、木で

人体と動物の形態を、段階を踏んで表現する。

彫刻における強調や動勢と、意図に応じた単純化や符l略といった

(3) 3 年生
構成技能を身につけるため、木で人体の目ぬ耳11といった細部と

.i!VJ勢を生かした表現をし、また、材料や表現方法の而での工夫を

行う。

(4) 4 年 it:.
l～3年に学んだj1fJ服感'.1：.！：や創造的な技能をJ1~に、個人の思いを
巡らし考えを練り、 ｜’1ら課題を設定し臼rl1fli1J作を行う。

ぷ4.2 ？：習指導内容
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ヤスリで木肌を磨き上げた後、仕上げ作業で作品の保訟をし、表向をよりなめ

らかに整える。これは仕上げ、すなわち彫刻の良さをより強調させるためである

と同時に、乾湿から木を守るためでもある。保護斉ljとして、植物性の蛮蝋やカリ

テ（Beurrede kari te) n: 1 ＞を使用するが、多くは靴退か、野外彫刻においては車

用のペンキによる塗装を使用するO

4.3 学習指導内容

I.N Aの教員や生徒は、前もって周志－されたアイデアスケッチをほとんど使わ

ず、想像した形をそのまま刻んでいく。彫刻lの形態は、木材自体の形に基づいて

決まることも多く 、彫る人の抱くイメージを大切に刻み込まれるようである。生

徒による作品は、日必｜！といった細部は最小限に抑えた表現である。

彫刻学習指導法は、現地の人の手によりマリ人のために制作される仮而

(Masque)it.2 ＞、彫像（Jirimogoni)i1 2＞、椅下（Sigilan）仰にといった「モノ j

や、旅行者向けの「トゥーリス ト・ アー ト」に関しての技術指導が行われているo

5.考察

本稿の目的は、彫刻教育を事例として、現在のマリで行われている芸術教育の

特徴を明らかにすることであるo

I.N.Aの彫刻教育は、 19世紀以降の近代西欧による芸術教育システムによるも

のである。制作過ねが学習指導内容により画一化され、彫刻専攻の生徒は、一般

教養科目で幾何学を学ぶなど体系的な守：習指導が行われている。 一年生では、木

を材料とし立方体、直方体、球といった幾何学的な形態作りなど、立体としての

「モノ」の見方や形態の表し方を学ぶ。また、道具と材料の生かし方等、彫刻の

技法に関しては、1::1本で、の小、中、高等学校、更に、大学における教育学部の美

術教育と比べても、 I.N.Aは、より基礎的な力を養う段階から指導が行われてい

る。これらは、近代西欧による芸術教育システムの影響を受けた一例である。

l.N.Aで制作されている作品は、人びとのあいだで受けつがれている造形を意

識したものではあるが、いわゆる信仰にまつわる器物や像、宗教的な儀礼のため
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の特別なものではない。伝統的なモティーフを組み合わせ、構成に工夫を凝らし

た形態の彫刻となっている。 以外にも、観光地や空港へ行けば売られている土踏

品は、近代凶欧による志術教育を受けた暇人により制作されており 、I.N.Aが

「トゥ ーリスト ・アート」を作る技術的活盤になっていると考えられる。

以上のように、別代マリの芸術教育の特徴は、造形品の制作過程が画一化され、

休系的な学留指導が行われていた。つまり I.N.Aにおける芸術教育は、旅行者向

けの「トゥーリスト ・アー トJが出米 卜．がるまでの一つの事例と拠えられる。

注釈

1) 油量植物、アカテツ料。アフリカrlI部、州部の乾燥地域に分布するo 積子からシアー

バタ ー（ButyLospermumpαrαdoxum）が取れる。種子は約50%のJI行！的（シアーバター）

を含んでいる。これをとるには種子を粉砕して煮沸し、水而に浮いた脂肪を集める。ヨー

ロッパではこれをせっけん、ろうそくに！日い、制製してマーガリン、カカオバターの代

川品を作るo アフリカでは脂肪を食料、喰料、 u用としてmい、採制Iかすは家畜の飼料

とする。材は堅くて耐久性があり、用材とするo （出典：伊谷純・郎、小川英郎、川町11m

造、田中二郎、米IJ l俊随、初島住j茅.rアフリカを知る事典j平凡社、 2001年11月、

pp.187) 

2) 4.3学習指導内容のアルファベット表記は、パンパラ語で、それ以外はフランス諮で

ある。パンパラ訟とは、マリで使用される20積額以上の言語のうち、マリでパンパラ族

を中心に多くの地域で使われている。
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